
 

「
地
球
温
暖
化
」を
原
因
と
す
る
降
水

量
の
増
加
や
海
水
温
の
上
昇
な
ど
で
、

年
々
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
内
で
は
、

実
際
に
平
成
29
年
か
ら
３
年
連
続
で
10

年
に
１
度
規
模
の
大
雨
が
発
生
。
平
成

30
年
の「
西
日
本
豪
雨
」で
は
、
福
智
町

で
も
河
川
の
氾
濫
や
増
水
な
ど
で「
犠
牲

者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
奇
跡
」と
言
わ

れ
る
程
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
事
前
に
予
想
が
で
き
る
」と
い
わ
れ

る
水
害
。
し
か
し
、
最
近
で
は
予
報
に
反

し
て「
強
い
雨
が
急
激
・
局
地
的
に
降
る
」

な
ど
の
豪
雨
や
ス
コ
ー
ル
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な「
災
害
多
発
時
代
」

に
直
面
す
る
現
代
の
日
本
で
は「
今
年
は

大
丈
夫
」と
い
う
確
証
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ「
災
害
は
起
き
る
」と
い

う
前
提
で
、
日
頃
か
ら「
も
し
も
」に
備

え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
要

素
に「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
つ
い「
災
害
時
は
町

や
警
察
、
消
防
が
助
け
て
く
れ
る
」と
思

い
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
大
規
模
な
災
害

到
来
し
た「
災
害
多
発
時
代
」

３
年
連
続
で
特
別
警
報
を
発
令

甚
大
災
害
の
リ
ア
ル
受
け
止
め

「
自
分
で
命
守
る
」意
識
を
―
―

宮崎県出身の50歳。早稲田大学卒業後、
「南日本放送」の勤務を経て、平成12年に
「九州朝日放送」へ入社。プロ野球実況や
情報番組のアナウンサーを歴任し、現在
では防災部門の「解説委員」を務めている。

九州朝日放送㈱ 防災ネットワーク担当

太
おお

田
た

 祐
ゆう

輔
すけ

さん

ま
た
今
年
は
、
例
年
の
災
害
リ
ス
ク
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

リ
ス
ク
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
三
密

回
避
の
難
し
い
避
難
所
へ
の
避
難
は
必
ず

し
も
最
善
策
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
政
府

な
ど
は「
ホ
テ
ル
や
知
人
宅
、
車
を
活
用

し
た
避
難
」な
ど
の
新
し
い
避
難
を
推
奨
。

そ
の
中
で
も
被
害
を
受
け

な
い
知
人
宅
へ
の
縁
故
避

難
は
、
手
軽
・
気
軽
に
実

践
で
き
ま
す
。「
い
ざ
」と
い

う
と
き
に
円
滑
な
避
難
が

で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
身

内
や
知
人
、
近
所
の
か
た

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
前
代
未
聞
の「
複
合

災
害
」に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

Interview!

Interview!

Close up !

日高 千春さん（市場）

西日本豪雨で被災・救出された

永
なが

末
すえ

 信
しん

一
いち

さん

方城１区（上弁城）区長 「
コ
ロ
ナ
と
災
害
」、前
代
未
聞
の

災
害
か
ら
命
救
う
絆
を
大
切
に

自助
70％

共助
20％

公助
10％
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平成21年、豪雨による「上弁城土砂
災害」が発生。１人の尊い命が奪われ
ました。発生から10年目の昨年7月、
「この災害を風化させてはいけない」と
思い、実際の災害を想定した防災訓
練を実施。参加した地域の住民65人
と消防団員の防災意識と地域連携を
強化することができました。災害時は、

この訓練の成果を
生かし、誰一人とし
て犠牲にしない避難
に務めていきます。

あの日から１０年が過ぎ――

「自助・共助・公助」について
雨の恐ろしさを痛感
私の自宅は他に比べ低い場所にあり、
大雨の増・冠水には慣れていたため
西日本豪雨の発生時も「そのうち水
は引く」と思っていました。しかし、次
第に水かさは増し、最終的に床下ま
で浸水。逃げ遅れた私たちは、ご近
所さんの通報で消防隊に救助され、
無事避難することができました。こ
の恐ろしい豪雨の体験を忘れず、今
後は早めに避難したいと思います。

自分の身を自分で守る「自助」、近隣
や地域と協力して身を守る「共助」、
国や自治体の支援を受ける「公助」の
連携で防災に務める考え方のこと。

命を守る、
３つの「助」

「
コ
ロ
ナ
と
災
害
」

前
代
未
聞
に
備
え
て

命
を
守
り
抜
く
―
―

福智町と協定を結ぶ
KBC防災担当として

日々自然災害と向き合う
解説委員の太田祐輔さん。

「災害多発時代」と呼ばれる今、
新型コロナウイルス感染症との

いまだかつて無い「複合災害」の
危機についてお話しを伺いました。

特 

集

「
コ
ロ
ナ
と
災
害
」

前
代
未
聞
に
備
え
て

命
を
守
り
抜
く
―
―
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前
代
未
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守
り
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く
―
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「
コ
ロ
ナ
と
災
害
」

前
代
未
聞
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守
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く
―
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「
コ
ロ
ナ
と
災
害
」

前
代
未
聞
に
備
え
て

命
を
守
り
抜
く
―
―

日高 千春さん（市場）

西日本豪雨で被災・救出された

が
起
き
た
場
合「
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
複

数
の
被
害
が
起
こ
る
」な
ど
、
同
時
多
発

的
に
被
害
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
。
そ
の
中
で
、
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
・

自
治
体
職
員
な
ど
の
限
ら
れ
た
人
員
で
行

う「
公
助
」で
は
、
助
か
る
見
込
み
の
あ
る

現
場
か
ら
救
助
・
支
援
す
る
こ
と
が
鉄
則
。

救
助
者
も
命
が
け
で
対
応
に
あ
た
る
な

ど
、
極
限
状
態
で
お
こ
な
わ
れ
る「
命
の

選
択
」の
中
で
、
皆
さ
ん
が
不
運
に
も「
選

ば
れ
な
か
っ
た
ら
」と
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
残
酷
な
話
で
す

が
、
こ
れ
が
甚
大
な
災
害

現
場
の
リ
ア
ル
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る「
自
助
」が
命
を
守
る

た
め
に
重
要
な
鍵
を
握
る

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
現
実
を
真
剣
に
受
け
止

め
、
防
災
に
取
り
組
ん
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住民総出で「防災力」高めた上弁城地区防災訓練。住民総出で「防災力」高めた上弁城地区防災訓練。住民総出で「防災力」高めた上弁城地区防災訓練。住民総出で「防災力」高めた上弁城地区防災訓練。

集団感染防止を考慮した避難所の設営について

　　　智町では、新型コロナウイルスの感染拡大防止を踏まえた
　　　避難所の設営を次のとおり整備していきます。

▶避難所にサーモグラフィー（検温）カメラの設置
▶避難所内の社会的距離を意識した空間の確保
▶定期的な換気／▶広報紙・ウェブでの情報発信

詳しくは、町公式ホームページで確認するか、
防災管理係へお問い合わせください。

福

問役場防災管理・管財課
　防災管理係☎22ｰ7771

↑
今
回
福
智
町
が
導
入
し
た「
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー（
体
温
）

カ
メ
ラ
」。
開
始
数
秒
で
体
温
が
計
測
で
き
る
優
れ
も
の
。
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